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 今年６月２９日から試用している文書生成ＡＩの実証結果を受け、次年度からの本格導入

に向けて取り組んでまいります。 

 

記 

 

１ 利用した文書生成ＡＩ（６月２９日～） 

    

   ＣｈａｔＧＰＴ        

     

２ 利用実績（利用２９課） 

 

３ 文書生成ＡＩ 第１回アンケート結果まとめ 

 （１）業務利用について、ポジティブな反応 

   ・ ９割以上の職員が、「仕事効率の向上につながる」と回答 

   ・ ８割の職員が、文書生成ＡＩの継続利用意向あり 

   ・ ７割の人が新しいアイディアを得られた 

 

 （２）文書生成ＡＩの業務利用への改善点   

   ・ 「適切でない回答」「精度の低い回答」→４～５割 

 

 （３）アンケートまとめ 

   ・ おおむね、文書生成ＡＩの有効性について確認した。 

    特に、単なる検索ではない使用方法において効果が期待できる。 

   ・ 質問の見本（テンプレート）など、使い方の例を要望する声が多く、効果的な利 

    用方法について周知し、広く実務で活用する機会を設ける取り組みが必要。 

  

４ 文書生成ＡＩの今後の活用方針 

 ・ これまではフリー版のChatGPTの使用となりでしたが、入力可能な文字数の制限

などがあるため、有償版の導入に向けて準備を進めます。 

 ・ 便利なプロンプト（指示や質問）の紹介など、利活用を全庁へ展開します。 

 ・ 文書生成ＡＩの安全な運用について、今後も継続して検討を重ねます。 

 ・ 今回は「福島市文書生成ＡＩ利活用ガイドライン」※の改定は実施しません。 

 

 

 

業務で文書生成ＡＩを試用！ 利活用にポジティブな反応 

～中間報告を取りまとめました～ 

※ 福島市文書生成ＡＩ利活用ガイドライン（令和５年６月２９日制定 項目抜粋） 

  １ 福島市文書生成ＡＩ利活用ガイドラインの目的  ２ 想定される利活用例 

  ３ 本ガイドラインが対象とするＡＩ        ４ 文書生成ＡＩの利用を禁止する用途 

  ５ 文書生成ＡＩ利活用上の職員の責務 



 

 
 

 
 

 



 

 
 

 
 

 



 

 

 
 

 
 

 
 



 

 
 

 
 

 

担当：情報企画課 情報企画係 

   課長 蛭田 課長補佐 高橋 

   電話024-525-3709（直通） 



１ 業務利用について、ポジティブな反応

・ ９割以上の職員が、「仕事効率の向上につながる」と回答

・ ８割の職員が、文書生成ＡＩの継続利用意向あり

・ ７割の人が新しいアイディアを得られた

２ ChatGPTの業務利用への改善点
・「適切でない回答」「精度の低い回答」→４～５割

３ まとめ

・ おおむね、文書生成ＡＩの有効性について確認した。
特に、単なる検索ではない使用方法において、効果が期待できる。

・ 質問の見本（テンプレート）など、使い方の例を要望する声が多く、効果的な利用方法
について周知し、広く実務で活用する機会を設ける取り組みが必要。

業務で文書生成ＡＩを試用！～中間報告を取りまとめました～

◆利用した文書生成ＡＩ（６月２９日～）ＣｈａｔＧＰＴ
◆利用実績（利用２９課 アンケート回答２４所属）

文書生成ＡＩ 第１回アンケート結果まとめ



業務で文書生成ＡＩを試用！～中間報告を取りまとめました～

文書生成ＡＩの今後の活用方針

１．これまではフリー版のChatGPTの使用でしたが、入力可能な文字数の制限
などがあるため、有償版の導入に向けて進めていきます。

２．便利なプロンプト（指示や質問）の紹介など、利活用を全庁へ展開します。

３．文書生成ＡＩの安全な運用について、今後も継続して検証を重ねます。

４．今回は「福島市文書生成ＡＩ利活用ガイドライン」の改定は
実施しません。


